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今冬度も銅苓①激増に拝、、発楓調査の件数・規検とも'こ碧加L

Zおります。時間に追伽かlナろ九百調査でi之ありますが‘か懲りの

鴬累互あ|汽瓜毒す。では昭和認身4月～但日の窒糎爾査の賎果に

ﾌいて箇学に縄伽〈しまt聖う。
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以上一の華

わ八ましだ

の古代9菱

特くださ(、

うに今昇度iま、4月か5Iユ目の闇に/さ件c飼造が循従

(継続中も含めX)．こん6の調査は1吋.九も守峨

さ復元ホミ①に貢献すきもりぎす．今後も調査~に御剣

◇ ◇

’吉見面遺跡の調査(中間報告）’（下棚↑遺跡言次}
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|です。このあと二・蛾＊古伽泳鴬絹に:純うに館に中ノビが織
動ずsものと考えるんきす。図識傭涌力､S金森寅遺跡にかけ-〔検封
さんTjfti輯が之九らてありま了,、

以上－0掌うに､吉身面違跳はムラの拡弧か3紬鋤へ0禎縫だうっ｜
リかわりがみられる遺玖とl¥先冨でL・ぶう。

（遺物）

の台付無頚壷

こり上品は耽生鰭代中頃に畿内でJ6丸冨ものですが.銅震

泉かS愛知県にかけマも少して噸すず見つ力､って(、志ナ.今回

はほぽ元金怠刊で見つかった右のてﾞ、大麦農童心もりでto

②石包丁

今回出土Lた石包丁は約半分が欠けて1，毒すが、守ムキ内で
は2側目､通娯泉南でも16側目の幽土て舘す。石包丁は粗迩収

穫幅さいに用い3九百道具とLて考え6ｵu定います｡鏑.
娯鼻的て頓の出上数は少怠<、きりはうきりLた褒由は今①と

こるよ:くわかつ元いません。

③木製他文具

こ伽は土器に支燦き-うけ言の|こ使ったものと考え3九弓もの

です。おをきく成砂Lた￥乾きの土器に、どの木製品0刻弓
目のはl¥>た部分を押しあてて女綴_宜つIナたのて、（聖う。施

文貝の公エ'さ化にあ寡リ伽が趣く．北学に貴重角諾見であき
といえるでL参ブ。

④ナスピ刑曾柄鋤

ナスビ刑看柄鋤|こは.u零秒の鉄鍛L刃先左つけgやや平たい

ものと-先カニ服に分かんていきものの2種類があﾘﾎ，今

回出土したものは二股0もので、当鯖においても農具D分化
がら，たようです。
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さ3n'目如引こ当センター-てゃ行怠わ丸左､心主器ずくリヶには
、
句

乃人の人たちが弥生式土器に挑戦されました。こり二認づくソの

目槙は、弥生鴎代の人 2 オ
皇
‐

と っだも玄とまねて土器左つくること

でLたが、できあがった作品は個性あ八札菖ものが彰かつたよう

です。z、て．きあが 之李鵠は、同21eに中州4､学校で当時のオ

道産亀のままま恋て蛾』さました

この土-魂づくりは今回が初めての試み了.、技術的には首の人々

0足元にもおよびませんでしたが、全体的に!±硯輔に終わ
画
車
－

左上

に是います。又、参加Lていただいた皆さんには．圭路づくツ

の楽LさやむずかLきがおゎか'Jいただけたここだ逢鬼心毒す 8

当センターぞぱ今回の試診麦契機に、今椴も宇戻の皆さんに造
代の人40生述に内､九丁いただける機会室つく うていきたいと鬼

います。皇の拝リにはぜ'ひ．績極釣に禅参加ください
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/983身が終わ【 新Lく伽4今がヤブ丁さま［た。;叙が

埋譲文化砿センターも昨昇il月T開館3周年左迎允、今

弓童よりい。乞うの薙躍の尋I=-1-fc
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